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東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
校
教
育
制
度
と
歴
史
教
育
に
目
を
向
け
︑
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
を
中
心
に
︑
そ
の
現
状

を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
と
と
も
に
︑
若
干
の
比
較
・
分
析
を
行
っ
た
︒
小
学
校
・
中
学
校
（
義
務
教
育
）

の
形
態
や
歴
史
教
育
に
焦
点
を
あ
て
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要
な
ど
か
ら
︑
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
広
い
視
野
で
歴
史
教
育
の

問
題
を
捉
え
よ
う
と
す
る
新
た
な
試
み
で
も
あ
る
︒
か
つ
て
﹁
社
会
主
義
国
﹂
と
し
て
あ
る
種
の
一
体
性
を
保
っ
て
い
た
東
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
︑
と
り
わ
け
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
お
け
る
学
校
教
育
制
度
は
︑
一
九
八
九
年
以
降
の
体
制
転
換
を

経
て
多
様
な
展
開
を
見
せ
て
お
り
︑
歴
史
教
育
・
歴
史
教
科
書
の
在
り
方
に
も
大
き
な
差
異
が
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
︒
ま
た
︑
一
九
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
と
関
連
付
け
ら
れ
た
歴
史
教
科
書
問
題
は
︑
各
国
で
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
正
や
歴
史
教
科
書
の
改
版
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
従
来
ほ
ど
に
問
題
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
は
い
る
が
︑
個
別
の
記

述
に
関
し
て
は
不
正
確
で
不
和
を
助
長
す
る
よ
う
な
主
観
的
記
述
が
残
っ
て
い
る
こ
と
︑
そ
の
改
善
に
向
け
て
各
国
の
歴
史
研

究
者
・
教
育
者
ら
が
対
話
・
協
議
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
︒
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は
じ
め
に

　

一
九
八
〇
年
代
末
ま
で
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
帯
で
は
事
実
上
の
共
産
党
に
よ
る
一
党

支
配
が
続
き
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
国（
１
）」

を
意
味

す
る
主
と
し
て
政
治
的
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
九
年

以
降
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
急
速
に
体
制
転
換
が
進
み
、
少
な
く
と
も
「
社
会

主
義
国
」
と
し
て
の
一
体
性
は
消
滅
し
た
。
現
在
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
伝
統
的
な
地

域
概
念
に
基
づ
い
て
二
つ
の
地
域
、
す
な
わ
ち
「
南
東
欧
」
も
し
く
は
バ
ル
カ
ン
地

域
と
「
東
中
欧
」
地
域
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
、「
社
会
主
義
国
」
で
あ
っ
た
時
代
で
さ
え
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
影
響
は

少
な
く
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
諸
制
度
は
必
ず
し
も
統
一
的
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
逆
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
し
て
の
規
範
に
従
お
う
と
す
る
現
在

こ
そ
、
各
国
の
諸
制
度
は
大
掛
か
り
な
改
革
を
経
て
統
一
的
な
も
の
へ
と
向
か
っ
て

い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

本
稿
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
校
教
育
制
度
と
歴
史
教
育
に
目
を
向
け
、
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
を
中
心
に
そ
の
現
状
を
把
握
し
、
相
互
に
比
較
し
な
が
ら

分
析
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
小
学
校
・
中
学
校
（
義
務
教
育
）
の
形
態
や
歴

史
教
育
に
焦
点
を
あ
て
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要
が
主
な
分
析
対
象
と
な
る
。ま
た
、

各
国
の
教
育
事
情
や
教
科
書
リ
ス
ト
に
関
し
て
は
、特
別
な
注
記
の
な
い
限
り
、各
々

の
学
校
教
育
関
連
省
庁
（
日
本
の
文
部
科
学
省
に
あ
た
る
も
の
）
の
サ
イ
ト
を
基
本

的
な
情
報
源
と
し
て
い
る（
２
）。

　

学
校
教
育
制
度
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
含
め
て
短
期
間
に
改
革
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
資
料
の
公
開
状
況
の
問
題
も
あ
っ
て
、
そ
の
正
確
な
把
握
は
必
ず
し
も
容
易
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
分
析
対
象
は
か
な
り
制
約
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
本
来
注
目
す
べ
き
社
会
主
義
期
か
ら
の
変
化
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
広
い
視
野
で

歴
史
教
育
の
問
題
を
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
と
、
そ
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
の
提
示

に
は
、
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
、
概
観
的
な
が
ら
、
各
国
の
学
校
教

育
制
度
と
歴
史
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く（
３
）。

一
．
社
会
主
義
期
の
教
育
・
教
科
書
制
度
〜
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の

　
　

事
例

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
連
邦
制
の
「
社
会
主
義
国
」
と
し
て
再
生
し
た
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
連
邦
を
構
成
す
る
六
つ
の
共
和
国
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ

ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
マ
ケ
ド
ニ

ア
）
と
二
つ
の
自
治
州
（
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
と
コ
ソ
ヴ
ォ
）
に
広
範
な
自
治
権
が

付
与
さ
れ
て
お
り
、
学
校
教
育
も
各
共
和
国
の
管
轄
下
に
あ
っ
て
、
各
々
の
学
習
指

導
要
領
お
よ
び
教
科
書
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
学
校
教
育
制
度
自
体
、
各
共
和
国
で

若
干
の
違
い
が
生
じ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
初
等
教
育
（
小
学
校
＝
義
務
教
育
）
が

八
年
間
、
中
等
教
育
が
四
年
間
で
、
と
く
に
小
学
校
五
年
生
〜
八
年
生
向
け
に
「
歴

史
」
が
存
在
し
、
五
年
生
で
古
代
史
、
六
年
生
で
中
世
・
近
世
史
、
七
年
生
で
近
代

史
、
八
年
生
で
現
代
史
を
学
ぶ
こ
と
、
歴
史
教
科
書
が
学
年
別
に
四
分
冊
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
は
共
通
し
て
い
た
。
ま
た
、
各
共
和
国
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
シ
ュ
コ
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ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
（Školska knjiga

）
を
は
じ
め
と
す
る
独
占
的
な
教
科
書
出
版

社
が
存
在
し
て
い
た
︒
そ
の
多
く
は
各
国
で
教
科
書
が
﹁
多
元
化
﹂
さ
れ
た
現
在
で

も
主
要
な
教
科
書
出
版
社
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
︒

　

社
会
主
義
期
に
お
い
て
も
︑
各
共
和
国
の
歴
史
教
科
書
に
は
国
民
史
と
し
て
の
側

面
︑
例
え
ば
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
史
︑
セ
ル
ビ
ア
で
は
セ
ル
ビ
ア
史
が
重

視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
︒
こ
の
時
期
の
ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
の

歴
史
教
科
書
を
比
較
す
る
と
︑
国
民
史
の
流
れ
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
記
述
を

含
め
て
︑
随
所
に
明
ら
か
な
相
違
点
が
見
出
せ
る（
４
）︒

そ
れ
で
も
︑
広
範
な
地
域
史
と

し
て
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
史
の
視
点
は
共
有
さ
れ
︑﹁
大
枠
の
歴
史
認
識
に

そ
れ
ほ
ど
の
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た（
５
）﹂

こ
と
も
事
実
で
あ
る
︒
各
国
の
歴
史
教
科

書
に
お
け
る
国
民
史
︑
地
域
史
（
自
民
族
以
外
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
史
）︑

世
界
史
の
記
述
の
分
量
は
︑
概
ね
二
・
四
・
三
の
比
率
と
な
っ
て
お
り
︑
そ
う
し
た

地
域
史
に
手
厚
い
内
容
こ
そ
が
歴
史
認
識
の
共
通
性
・
相
互
理
解
を
促
し
て
い
た
面

も
あ
ろ
う
︒

　

し
か
し
︑
一
九
九
一
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
︑
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
が
激

し
い
﹁
内
戦
﹂
を
経
て
分
裂
・
解
体
す
る
と
︑
そ
の
後
継
諸
国
は
抜
本
的
な
制
度
改

革
を
断
行
し
︑
そ
の
中
で
学
校
教
育
制
度
と
歴
史
教
育
も
大
き
く
変
わ
っ
た
︒
歴
史

教
育
に
関
し
て
言
え
ば
︑
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
民
族
に
共
有
さ
れ
る
広
範
な
地
域

史
か
ら
各
々
の
国
民
史
へ
の
転
換
が
︑
民
族
主
義
的
な
色
彩
を
帯
び
た
新
政
権
の
意

向
の
下
で
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
そ
れ
は
共
産
主
義
・
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
基
づ
く
テ
ー
ゼ
か
ら
の
﹁
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
﹂
を
伴
う
面
も
あ
っ
た
が（
６
）︑

そ
こ

か
ら
生
じ
た
歴
史
認
識
の
相
違
が
﹁
内
戦
﹂
を
助
長
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
︒

そ
の
後
︑
各
国
の
歴
史
研
究
者
・
教
育
者
ら
が
国
際
会
議
を
開
く
な
ど
相
互
交
流
を

推
進
す
る
こ
と
で
問
題
点
の
改
善
が
は
か
ら
れ
て
は
い
る
が（
７
）︑
な
お
論
争
中
の
ト
ピ

ッ
ク
も
多
い
︒
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
間
で
実
現
し
た
﹁
教
科
書
勧
告
﹂
の
よ
う

な
具
体
的
成
果
を
生
み
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る（
８
）︒

続
い
て
︑
独
立
後
の

各
共
和
国
に
お
け
る
学
校
教
育
制
度
と
歴
史
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

く
︒

二
．
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
教
育
制
度
と
歴
史
教
科
書

（
１
）
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

　

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
は
最
も
早
い
一
九
九
九
年
度
に

小
学
校
の
八
年
制
か
ら
九
年
制
へ
の
移
行
に
着
手
し
︑
す
で
に
全
学
年
の
移
行
が
完

了
し
て
い
る（
９
）︒
小
学
校
は
全
国
に
四
五
四
校
あ
り
︑
児
童
・
生
徒
数
は
一
六
〇
〇
七

四
人
︑
教
職
員
数
は
一
七
九
六
九
人
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
度

（
（（
（

）︒

　
﹁
歴
史
﹂
は
必
修
科
目
で
あ
り
︑
六
年
生
で
週
一
時
間
︑
七
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で

週
二
時
間
︑
合
計
二
三
九
時
間
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒
関
連
す
る
必
修
科

目
と
し
て
︑
四
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で
﹁
社
会
﹂
が
週
二
時
間
～
三
時
間
（
合
計
一

七
五
時
間
）︑
六
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
﹁
地
理
﹂
が
週
一
時
間
～
二
時
間
（
合
計
二

二
一
・
五
時
間
）︑
七
年
生
か
ら
八
年
生
ま
で
﹁
市
民
教
育
と
倫
理
﹂
が
週
一
時
間

（
合
計
七
〇
時
間
）
設
け
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
ほ
か
︑﹁
郷
土
史
﹂
や
﹁
市
民
文
化
﹂

と
い
っ
た
多
彩
な
選
択
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
︒

　

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
に
お
け
る
教
科
書
出
版
は
長
ら
く
Ｄ
Ｚ
Ｓ
社
の
前
身
に
あ
た
る
ス
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ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
国
家
出
版
局
（D

ržavna založba Slovenije

）
に
独
占
さ
れ
て
い
た

が
︑
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
他
の
出
版
社
も
教
科
書
市
場
へ
の
参
入
を
認
め
ら
れ
︑

現
在
で
は
Ｄ
Ｚ
Ｓ
︑
ム
ラ
デ
ィ
ン
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
（M

ladinska knjiga

）︑
モ
ド
リ

ヤ
ン
（M

odrijan

）︑
ロ
ク
ス
・
ク
レ
ッ
ト
（R

okus-K
lett

）
の
四
社
が
歴
史
教
科

書
を
刊
行
し
て
い
る
︒
基
本
的
に
四
年
間
・
四
分
冊
だ
が
︑
ム
ラ
デ
ィ
ン
ス
カ
・
ク

ニ
ガ
社
の
場
合
︑二
〇
一
一
年
度
の
時
点
で
九
年
生
向
け
教
科
書
は
未
刊
行
で
あ
る
︒

　

各
学
年
の
歴
史
教
科
書
の
範
囲
は
学
習
指
導
要
領
で
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
に

よ
れ
ば
︑
六
年
生
は
歴
史
と
は
何
か
を
テ
ー
マ
別
に
学
ぶ
導
入
編
で
︑
そ
の
後
は
時

代
順
に
七
年
生
で
古
代
史
と
中
世
史
︑
八
年
生
で
一
五
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま

で
の
歴
史
︑
九
年
生
で
第
一
世
界
大
戦
以
降
の
現
代
史
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る

（
（（
（

︒
な
お
︑
歴
史
教
科
書
が
時
代
順
の
四
分
冊
で
は
な
い
こ
と
︑
さ
ら
に
古
代

史
と
中
世
史
で
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
︑
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国

で
は
例
外
に
属
す
る
︒

　（
２
）
ク
ロ
ア
チ
ア

　

ク
ロ
ア
チ
ア
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
か
ら
続
く
八
年
制
小
学
校
を
独
立
後

も
維
持
し
て
き
た
数
少
な
い
国
の
一
つ
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
義
務
教
育
の
年
限
も
︑

九
年
制
に
移
行
し
た
他
の
国
々
に
比
べ
て
一
年
間
短
い
︒
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に

中
等
学
校
の
最
初
の
一
年
間
の
み
を
義
務
化
す
る
動
き
も
あ
り
︑
実
際
に
そ
の
学
年

だ
け
教
科
書
を
無
償
化
し
た
時
期
も
あ
る
が
︑
財
政
上
の
問
題
も
あ
っ
て
︑
最
近
で

は
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
小
学
校
は
全
国
に
二
一
三
〇
校
あ
り
︑

児
童
・
生
徒
数
は
三
五
一
三
四
五
人
︑
教
職
員
数
は
三
二
二
一
三
人
と
な
っ
て
い
る

（
二
〇
一
〇
年
度

（
（（
（

）︒

　
﹁
歴
史
﹂
は
必
修
科
目
で
あ
り
︑
五
年
生
か
ら
八
年
生
ま
で
週
二
時
間
︑
合
計
二
八

〇
時
間
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

（
（（
（

︒
関
連
す
る
必
修
科
目
と
し
て
︑
一
年
生
か

ら
四
年
生
ま
で
﹁
自
然
と
社
会
﹂
が
週
二
時
間
～
三
時
間
（
合
計
三
一
五
時
間
）︑
五

年
生
か
ら
八
年
生
ま
で
﹁
地
理
﹂
が
週
一
・
五
時
間
～
二
時
間
（
合
計
二
六
二
・
五
時

間
）
設
け
ら
れ
て
い
る
︒
選
択
科
目
も
用
意
さ
れ
て
い
る
が
︑
非
常
に
限
定
的
で
あ

る
︒

　

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
教
科
書
出
版
は
︑前
述
の
通
り
︑長
ら
く
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・

ク
ニ
ガ
社
に
独
占
さ
れ
て
い
た
が
︑
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
他
の
出
版
社
も
教
科
書

市
場
へ
の
参
入
を
認
め
ら
れ
︑
現
在
で
は
同
社
に
加
え
て
︑
ア
ル
フ
ァ
（A

lfa

）
社

と
プ
ロ
フ
ィ
ル
（P

rofil

）
社
が
小
学
校
向
け
歴
史
教
科
書
を
刊
行
し
て
い
る
︒
な

お
︑ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
教
科
書
が
科
学
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
省
の
認
可
を
受
け
て
も
︑

実
際
の
採
択
率
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
場
合
︑
原
則
と
し
て
不
採
用
と
な
る
厳

し
い
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
︒
二
〇
〇
三
年
度
に
認
可
を
受
け
た
メ
リ
デ
ィ
ヤ
ニ

（M
eridijani

）
社
の
小
学
校
向
け
歴
史
教
科
書
が
︑
二
〇
〇
九
年
度
に
全
て
不
採
用

と
な
っ
た
事
例
が
あ
る
︒
コ
ス
ト
の
問
題
も
絡
ん
で
︑
リ
ェ
ヴ
ァ
ク
（Ljevak

）
社

や
ビ
ロ
テ
フ
ニ
カ
（B

irotehnika

）
社
の
よ
う
に
歴
史
教
科
書
市
場
か
ら
撤
退
し
た

出
版
社
も
あ
る
︒
ま
た
︑
歴
史
教
科
書
は
基
本
的
に
四
年
間
・
四
分
冊
だ
が
︑
不
採

用
と
な
る
学
年
が
あ
る
な
ど
し
て
︑
同
じ
出
版
社
の
同
じ
シ
リ
ー
ズ
が
揃
わ
な
い
ケ

ー
ス
も
生
じ
て
い
る
︒

　

各
学
年
の
歴
史
教
科
書
の
範
囲
は
︑
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
と
ほ
と
ん
ど
変

ら
な
い
︒
五
年
生
で
導
入
と
先
史
・
古
代
史
︑
六
年
生
で
中
世
史
お
よ
び
一
八
世
紀
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ま
で
の
近
世
（
近
代
）
史
︑
七
年
生
で
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
近
代

史
（
第
一
次
世
界
大
戦
を
含
む
）︑
八
年
生
で
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
の
現
代
史
を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒

　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
導
入
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
は
︑
六
年
生
か
ら
八
年
生

向
け
の
歴
史
教
科
書
に
占
め
る
世
界
史
と
ク
ロ
ア
チ
ア
史
（
国
民
史
）
の
比
率
を
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
対
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
お
り
︑
世
界
史
の

軽
視
や
地
域
史
の
欠
如
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
︒
二
〇
〇
五
～
〇
六
年
度
に
導
入
さ

れ
た
新
た
な
学
習
指
導
要
領
で
は
︑
そ
う
し
た
細
部
の
指
示
が
無
く
な
っ
て
自
由
化

が
進
ん
だ
面
は
あ
る
が
︑
各
教
科
書
の
傾
向
に
大
き
な
開
き
が
生
じ
つ
つ
あ
る
︒
例

え
ば
︑
八
年
生
向
け
教
科
書
の
場
合
︑
ア
ル
フ
ァ
社
と
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
社

と
で
は
個
々
の
事
象
の
位
置
付
け
・
評
価
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

︒

（
３
）
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ

　

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
は
一
九
九
〇
年
代
の
内
戦
の
結
果
︑
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
（
以
下
︑
連
邦
と
呼
ぶ
）
と
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
（
以

下
︑
Ｒ
Ｓ
と
呼
ぶ
）
に
二
分
さ
れ
て
お
り
︑
異
な
る
教
育
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
連
邦
側
で
は
連
邦
を
構
成
す
る
一
〇
州
（
カ
ン
ト
ン
ま
た
は
ジ
ュ
パ
ニ
ヤ
）

に
広
範
な
自
治
権
が
付
与
さ
れ
て
お
り
︑
例
え
ば
教
科
書
の
認
可
も
州
ご
と
に
行
わ

れ
て
き
た
︒
二
〇
〇
三
年
に
﹁
初
等
・
中
等
教
育
包
括
法
﹂
が
採
択
さ
れ
た
も
の
の

（
（（
（

︑

自
由
裁
量
の
部
分
が
多
く
︑
実
際
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
依
然
と
し
て
不
統
一
な
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
︒
小
学
校
に
関
し
て
言
え
ば
︑
Ｒ
Ｓ
側
は
い
ち
早
く
八
年
制
か
ら
九

年
制
に
移
行
し
︑
連
邦
側
も
早
け
れ
ば
二
〇
一
二
年
度
に
移
行
が
完
了
す
る
見
込
み

で
あ
る
︒
も
っ
と
も
︑
連
邦
側
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
居
住
地
域
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
本
国

と
同
じ
八
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
た
め
︑
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
全
体
で
九
年
制
へ
の
移
行
が
完
了
す
る
の
は
︑
さ
ら
に

遅
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

小
学
校
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
は
︑
連
邦
側
一
〇
九
〇
校
︑
児
童
・
生
徒
数
二
三

七
六
四
〇
人
︑
教
員
数
一
五
二
三
九
人
（
二
〇
〇
八
年
度

（
（（
（

）︑
Ｒ
Ｓ
側
七
五
四
校
︑
児

童
・
生
徒
数
一
〇
八
七
三
六
人
︑
教
員
数
八
二
一
六
人
（
二
〇
〇
九
年
度

（
（（
（

）
と
な
っ

て
い
る
︒
こ
の
ほ
か
︑
連
邦
側
と
Ｒ
Ｓ
側
の
接
点
に
位
置
す
る
ブ
ル
チ
ュ
コ
地
区
は

形
式
的
に
は
そ
の
両
方
に
帰
属
し
つ
つ
実
質
的
に
は
自
立
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る

が
︑
こ
こ
で
は
小
学
校
三
五
校
︑
児
童
・
生
徒
数
六
九
四
二
人
︑
教
員
数
五
五
五
人

（
二
〇
一
〇
年
度

（
（（
（

）
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
︑﹁
歴
史
﹂
に
関
し
て
言
え
ば
︑
八
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
五
年
生
か
ら
八
年
生

ま
で
︑
九
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
六
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
︑
い
ず
れ
も
四
年
間
に

わ
た
っ
て
週
一
時
間
～
二
時
間
ず
つ
︑
合
計
二
一
〇
時
間
～
二
八
〇
時
間
学
習
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
︒
関
連
科
目
と
し
て
︑
八
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
﹁
自
然

と
社
会
﹂（
三
年
生
～
四
年
生
）
と
﹁
地
理
﹂（
五
年
生
～
八
年
生
）
が
︑
九
年
制
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
﹁
社
会
﹂（
五
年
生
）
と
﹁
地
理
﹂（
六
年
生
～
九
年
生
）
が
あ
る
︒

　

歴
史
教
科
書
は
四
年
間
・
四
分
冊
と
な
っ
て
い
る
が
︑
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
る
︒
連
邦
側
の
一
般
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠
し
た
も
の
︑
ク
ロ
ア
チ

ア
人
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠
し
た
も
の
︑
Ｒ
Ｓ
側
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠

し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
う
ち
Ｒ
Ｓ
側
の
教
科
書
は
教
科
書
・
教
材
局
（Zavod za 
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）に
よ
っ
て
独
占
的
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
︑連

邦
側
で
は
民
間
の
出
版
社
に
よ
っ
て
同
じ
学
年
の
同
じ
科
目
に
対
し
て
複
数
の
教
科

書
が
用
意
さ
れ
て
い
る
︒
二
〇
一
一
年
度
の
教
科
書
採
択
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
︑
連
邦

側
で
は
ヴ
リ
イ
ェ
メ
（V

rijem
e

）
社
︑
ク
レ
ッ
ト
（K

lett

）
社
︑
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
・

パ
ブ
リ
シ
ン
グ
（Sarajevo P

ublishing

）
社
︑
ス
ヴ
ィ
エ
ト
ロ
ス
ト
（Svjetlost

）

社
︑
ナ
ム
（N

am

）
社
︑
ボ
サ
ン
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
（B

osanska knjiga

）
社
︑
ボ
サ

ン
ス
カ
・
リ
イ
ェ
チ
（B

osanska riječ

）
社
が
い
ず
れ
か
の
学
年
で
歴
史
教
科
書

を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
︑
ク
ロ
ア
チ
ア
人
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠

し
た
も
の
を
ア
ル
フ
ァ
・
モ
ス
タ
ル
（A

lfa M
ostar

）
社
︑
ズ
ナ
ム
（Znam

）
社
︑

シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ナ
ク
ラ
ダ（Školska naklada
）社
が
各
学
年
で
刊
行
し
て
お
り
︑

学
年
に
よ
っ
て
は
合
計
一
〇
種
類
も
の
教
科
書
が
存
在
す
る

（
（（
（

︒
も
っ
と
も
︑
ク
ロ
ア

チ
ア
人
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠
し
た
教
科
書
は
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
＝
ネ
レ

ト
ヴ
ァ
︑
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
ボ
ス
ナ
︑
中
央
ボ
ス
ニ
ア
︑
ポ
サ
ヴ
ィ
ナ
︑
西
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
の
五
つ
の
州
で
の
み
認
可
さ
れ
て
お
り
︑
通
用
度
は
低
い
︒
な
お
︑
ア
ル
フ

ァ
・
モ
ス
タ
ル
社
の
教
科
書
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ア
ル
フ
ァ
社
の
も
の
と
︑
シ
ュ
コ
ル

ス
カ
・
ナ
ク
ラ
ダ
社
の
教
科
書
は
同
じ
く
ク
ロ
ア
チ
ア
の
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ

社
の
も
の
と
︑
そ
れ
ぞ
れ
外
見
上
は
ほ
ぼ
同
じ
で
︑
内
容
上
も
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ

ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
史
に
関
す
る
記
述
を
加
筆
し
た
こ
と
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な

い
︒

　

歴
史
教
科
書
の
取
り
扱
う
範
囲
は
︑
八
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
九
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
若
干
異
な
っ
て
い
る
︒
後
者
に
関
し
て
言
え
ば
︑
六
年
生
向
け
は
導
入
と
先
史
・

古
代
史
︑
七
年
生
向
け
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
お
よ
び
一
八
世
紀
末
ま
で
の
オ
ス
マ

ン
帝
国
史
・
ボ
ス
ニ
ア
史
︑
八
年
生
向
け
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
帝
国
主
義
期
に
至

る
近
代
（
近
世
を
含
む
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
・
ア
メ
リ
カ
史
お
よ
び
一
八
世
紀
末
か
ら

一
八
七
八
年
ま
で
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
史
・
ボ
ス
ニ
ア
史
︑
九
年
生
向
け
は
一
八
七
八

年
以
降
の
近
現
代
史
と
な
っ
て
い
る
︒

（
４
）
セ
ル
ビ
ア

　

セ
ル
ビ
ア
の
小
学
校
は
ク
ロ
ア
チ
ア
と
同
じ
く
八
年
制
の
ま
ま
で
あ
る
︒
二
〇
〇

三
年
の
法
律
改
正
で
九
年
制
へ
の
移
行
が
決
定
さ
れ
た
も
の
の
︑
そ
の
翌
年
に
撤
回

さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
︒
義
務
教
育
期
間
の
延
長
は
︑
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
最
低
で
も

半
年
間
の
就
学
前
教
育
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
部
分
的
に
実
現
さ
れ
て
い

る
︒
小
学
校
は
全
国
に
三
五
〇
五
校
あ
り
︑
児
童
・
生
徒
数
は
六
〇
六
三
二
一
人
︑

教
員
数
は
五
一
三
〇
九
人
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
度

（
（（
（

）︒

　
﹁
歴
史
﹂
は
五
年
生
か
ら
八
年
生
ま
で
の
必
修
科
目
で
あ
る
︒
関
連
す
る
必
修
科
目

と
し
て
︑
三
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
﹁
自
然
と
社
会
﹂︑
五
年
生
か
ら
八
年
生
ま
で

﹁
地
理
﹂
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
︑﹁
日
常
生
活
の
歴
史
﹂
や
﹁
市
民
教
育
﹂
な
ど

興
味
深
い
選
択
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
︒

　

セ
ル
ビ
ア
に
お
け
る
教
科
書
出
版
は
ご
く
一
部
を
除
い
て
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
教

科
書
局
（Zavod za udžbenike

）
に
独
占
さ
れ
て
い
た
が
︑
現
在
で
は
教
科
書
局

の
ほ
か
︑
ク
レ
ッ
ト
（K

lett

）
社
︑
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｚ
・
シ
ュ
コ
ル
ス
ト
ヴ
ォ
（B

IG
Z 

Školstvo
）
社
︑
フ
レ
ス
カ
（Freska

）
社
が
歴
史
教
科
書
を
刊
行
し
て
い
る
︒
基

本
的
に
四
年
間
・
四
分
冊
だ
が
︑
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｚ
・
シ
ュ
コ
ル
ス
ト
ヴ
ォ
社
の
場
合
︑
二

〇
一
一
年
度
の
時
点
で
六
年
生
向
け
教
科
書
は
未
刊
行
で
あ
る
︒
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各
学
年
の
歴
史
教
科
書
の
範
囲
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
と
は
違
っ
て
︑
五

年
生
で
導
入
と
先
史
・
古
代
史
︑
六
年
生
で
中
世
史
︑
七
年
生
で
一
八
七
八
年
ま
で

の
近
世
・
近
代
史
︑
八
年
生
で
一
八
七
八
年
以
降
の
近
現
代
史
を
取
り
上
げ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
︒
中
世
史
の
み
で
一
冊
に
な
っ
て
い
る
の
は
︑
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
諸
国
で
は
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
だ
け
で
あ
る
︒
ま
た
︑
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
や

ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
と
比
べ
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
の
視
点
が
よ
り
明
確
に
見

ら
れ
る
（
残
っ
て
い
る
）
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
︒

（
５
）
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

　

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
小
学
校
は
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
段
階
的
に
八
年
制
か
ら
九
年
制

に
移
行
し
︑
当
初
計
画
で
は
最
も
導
入
が
遅
い
小
学
校
で
も
二
〇
一
二
年
度
ま
で
に

移
行
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
︒
小
学
校
は
全
国
に
四
四
二
校
あ
り
︑
児
童
・
生

徒
数
は
七
二
九
九
三
人
︑教
員
数
は
四
九
五
〇
人
と
な
っ
て
い
る（
二
〇
〇
九
年
度

（
（（
（

）︒

　
﹁
歴
史
﹂
は
必
修
科
目
で
あ
り
︑
六
年
生
か
ら
七
年
生
ま
で
週
一
・
五
時
間
︑
八
年

生
か
ら
九
年
生
ま
で
週
二
時
間
︑合
計
二
三
二
時
間
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒

関
連
す
る
必
修
科
目
と
し
て
︑
四
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で
﹁
社
会
知
識
﹂
が
週
二
時

間
（
合
計
一
三
六
時
間
）︑
六
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
﹁
地
理
﹂
が
週
一
・
五
時
間
～

二
時
間
（
合
計
二
三
二
時
間
）︑
六
年
生
か
ら
七
年
生
ま
で
﹁
市
民
教
育
﹂
が
週
一
時

間
（
合
計
六
八
時
間
）
設
け
ら
れ
て
い
る
︒

　

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
お
け
る
教
科
書
出
版
は
現
在
で
も
教
科
書
・
教
材
局
（Zavod 

za udžbenike i nastavna sredstva

）
に
独
占
さ
れ
て
い
る
︒
歴
史
教
科
書
は
四

年
間
・
四
分
冊
で
︑
六
年
生
で
導
入
と
先
史
・
古
代
史
︑
七
年
生
で
一
五
世
紀
ま
で

の
中
世
史
︑
八
年
生
で
一
六
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
近
世
・
近
代
史
︑
九

年
生
で
第
一
次
世
界
大
戦
を
含
む
現
代
史
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒
学

習
指
導
要
領
で
は
各
学
年
に
三
つ
か
ら
六
つ
の
大
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

︒
六

年
生
で
は
﹁
導
入
﹂︑﹁
先
史
時
代
﹂︑﹁
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
﹂︑﹁
古
代
ギ
リ
シ
ア
﹂︑﹁
古

代
ロ
ー
マ
﹂︑
七
年
生
で
は
﹁
初
期
中
世
﹂︑﹁
一
二
世
紀
ま
で
の
南
ス
ラ
ヴ
人
﹂︑﹁
一

二
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
末
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
﹂︑﹁
一
二
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
末
ま

で
の
南
ス
ラ
ヴ
人
﹂︑
八
年
生
で
は
﹁
近
代
﹂︑﹁
一
八
世
紀
末
お
よ
び
一
九
世
紀
初
頭

の
世
界
﹂︑﹁
一
九
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界
﹂︑
九
年
生
で
は
﹁
第
一
次
世
界

大
戦
﹂︑﹁
両
大
戦
間
期
の
世
界
﹂︑﹁
両
大
戦
間
期
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
﹂︑﹁
第
二

次
世
界
大
戦
﹂︑﹁
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
﹂︑﹁
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
世
界
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
必
ず
し
も
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

史
（
国
民
史
）
を
強
調
せ
ず
︑
南
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
史
・
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
史
の
視

点
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
︒

（
６
）
コ
ソ
ヴ
ォ

　

コ
ソ
ヴ
ォ
で
は
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
小
学
校
の
八
年
制
か
ら
九
年
制
へ
の
移
行
が

始
ま
り

（
（（
（

︑
す
で
に
全
学
年
に
お
い
て
移
行
が
完
了
し
て
い
る
︒
新
制
度
を
厳
密
に
適

用
す
れ
ば
︑
最
初
の
五
学
年
の
み
が
初
等
教
育
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
︑
こ

れ
が
本
来
の
小
学
校
で
あ
っ
て
︑
残
り
の
四
学
年
は
前
期
中
等
教
育
段
階
の
中
学
校

と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
な
お
︑
コ
ソ
ヴ
ォ
で
は
各
学
年
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
や
職
業
専

門
学
校
な
ど
の
後
期
中
等
教
育
段
階
に
至
る
ま
で
通
し
番
号
で
呼
ば
れ
︑
初
等
教
育

段
階
は
第
一
学
年
か
ら
第
五
学
年
︑
前
期
中
等
教
育
段
階
は
第
六
学
年
か
ら
第
九
学
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年
︑
後
期
中
等
教
育
段
階
は
第
一
〇
学
年
か
ら
第
一
三
学
年
と
な
る
︒
こ
う
し
た
呼

び
方
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
は
例
外
的
だ
が
︑
他
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
や
旧

ソ
連
諸
国
︑
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
珍
し
く
な
い
︒
な
お
︑
小
学
校
は
全
国
に
一
〇
三
〇

校
あ
り
︑
児
童
・
生
徒
数
は
三
〇
二
二
五
三
人
︑
教
員
数
は
一
七
八
五
六
人
と
な
っ

て
い
る
（
二
〇
一
〇
年
度

（
（（
（

）︒

　

現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
︑﹁
歴
史
﹂
は
必
修
科
目
で
あ
り
︑
第
五
学
年
か
ら
第
九

学
年
ま
で
週
二
時
間
︑
合
計
三
六
六
時
間
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
第
一
〇

学
年
以
降
も
各
学
年
に
配
当
さ
れ
て
い
る
）︒
関
連
科
目
と
し
て
︑
第
三
学
年
か
ら
第

九
学
年
ま
で
﹁
市
民
教
育
﹂
が
週
一
時
間
～
二
時
間
（
合
計
三
三
一
時
間
）︑
第
六
学

年
か
ら
第
九
学
年
ま
で
﹁
地
理
﹂
が
週
一
時
間
～
二
時
間
（
合
計
二
五
五
時
間
）
設

け
ら
れ
て
い
る
︒

　

教
科
書
は
主
と
し
て
リ
ブ
リ
・
シ
ュ
コ
ロ
ル
（Libri Shkollor

）
社
が
刊
行
し
て

い
る
が
︑
国
定
教
科
書
で
は
な
く
︑
ド
ゥ
カ
ジ
ニ
（D

ukagjini
）
社
な
ど
の
オ
ル
タ

ー
ナ
テ
ィ
ヴ
も
存
在
す
る

（
（（
（

︒
教
科
書
の
大
半
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
と
同
じ

縦
二
四
セ
ン
チ
の
版
型
を
維
持
し
て
お
り
︑
大
判
化
が
進
ん
で
い
る
他
の
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
と
は
︑
こ
の
点
で
も
異
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
歴
史
﹂
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
︑
第
五
学
年
で
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ア
ル
バ
ニ
ア

お
よ
び
コ
ソ
ヴ
ォ
の
歴
史
（
国
民
史
）
を
概
観
し
て
い
る
ほ
か
︑
第
六
学
年
で
は
一

〇
世
紀
ま
で
︑
第
七
学
年
で
は
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
︑
第
八
学
年
で
は
第
一
次
世
界

大
戦
ま
で
︑
第
九
学
年
で
は
そ
れ
以
降
の
世
界
史
お
よ
び
国
民
史
を
時
代
順
に
取
り

上
げ
て
お
り
︑
教
科
書
も
こ
れ
に
準
拠
し
て
い
る
︒

（
７
）
マ
ケ
ド
ニ
ア

　

マ
ケ
ド
ニ
ア
で
は
小
学
校
は
八
年
制
か
ら
九
年
制
に
移
行
中
で
あ
る
︒
二
〇
一
一

年
度
に
は
九
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
六
学
年
に
達
し
︑
こ
の
六
年
生
の
み
二
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
併
存
し
て
い
る
︒
小
学
校
は
全
国
に
一
〇
四
六
校
あ
り
︑
児
童
・
生
徒
数

は
二
〇
五
八
一
七
人
︑教
員
数
は
一
七
〇
二
一
人
と
な
っ
て
い
る（
二
〇
一
〇
年
度

（
（（
（

）︒

こ
こ
で
は
主
と
し
て
九
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
取
り
上
げ
る
︒

　
﹁
歴
史
﹂
は
必
修
科
目
で
あ
り
︑
六
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
週
二
時
間
︑
合
計
二
八

八
時
間
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒
八
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
五
年
生
か
ら
八

年
生
ま
で
週
二
時
間
︑
合
計
二
八
八
時
間
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
︑
ま
っ
た

く
同
じ
位
置
付
け
で
あ
る
︒
関
連
科
目
と
し
て
︑
四
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で
﹁
社
会
﹂

が
週
二
時
間
︑
七
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
﹁
地
理
﹂
が
週
二
時
間
︑
七
年
生
に
﹁
倫

理
﹂
が
週
一
時
間
︑
八
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
﹁
市
民
教
育
﹂
が
週
一
時
間
設
け
ら

れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
六
年
生
で
は
﹁
宗
教
知
識
﹂︑﹁
宗
教
倫
理
﹂︑﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

明
の
古
典
文
化
﹂
か
ら
一
つ
を
選
択
し
︑
週
二
時
間
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒

　

マ
ケ
ド
ニ
ア
で
は
長
ら
く
プ
ロ
ス
ヴ
ェ
ト
ノ
・
デ
ロ
（P

rosvetno D
elo

）
社
に

よ
る
国
定
教
科
書
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
︑
二
〇
〇
一
年
に
起
こ
っ
た
マ
ケ
ド
ニ
ア

人
と
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
紛
争
を
契
機
と
し
て
民
族
融
和
を
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
が
行
わ
れ
︑
こ
れ
に
基
づ
い
て
二
〇
〇
五
年
度
に
歴
史
教
科
書
が
改
訂
さ
れ
る
際

に
︑
各
学
年
少
な
く
と
も
二
種
類
の
教
科
書
を
発
行
さ
せ
る
形
で
﹁
多
元
化
﹂
が
実

現
し
た
︒
新
た
に
歴
史
教
科
書
市
場
に
参
入
し
た
の
は
︑
ア
ル
ビ
（A

lbi

）︑
ズ
ヴ
ェ

ズ
ダ
（Zvezda
）︑
タ
ベ
ル
ナ
ク
ル
（Tabernakul

）︑
マ
ケ
ド
ン
ス
カ
・
イ
ス
ク
ラ

（M
akedonska Iskra

）
の
四
社
で
あ
っ
た

（
（（
（

︒
九
年
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
移
行
に
よ
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っ
て
︑
二
〇
一
一
年
度
以
降
は
歴
史
教
科
書
も
あ
ら
た
め
て
刷
新
さ
れ
て
い
く
見
込

み
で
あ
る
が
︑
な
お
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︒
二
〇
一
一
年
に
教
育
・
科
学
省
が
刊
行

し
た
六
年
生
向
け
教
科
書
（
導
入
と
先
史
・
古
代
史
）
は
従
来
の
タ
ベ
ル
ナ
ク
ル
社

の
五
年
生
向
け
教
科
書
の
改
訂
版
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
︑こ
れ
を
見
る
限
り
︑

内
容
上
の
大
き
な
変
化
は
な
い

（
（（
（

︒

三
．
そ
の
他
の
旧
東
欧
社
会
主
義
国
の
教
育
制
度
と
歴
史
教
科
書

（
１
）
南
東
欧
諸
国

　

続
い
て
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
以
外
の
旧
東
欧
社
会
主
義
国
の
教
育
制
度
と

歴
史
教
科
書
の
現
状
に
つ
い
て
概
略
を
確
認
し
て
い
く
︒
ま
ず
︑
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ

ィ
ア
諸
国
と
隣
接
す
る
南
東
欧
諸
国
︑
す
な
わ
ち
ア
ル
バ
ニ
ア
︑
ブ
ル
ガ
リ
ア
︑
ル

ー
マ
ニ
ア
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
︒

　

ア
ル
バ
ニ
ア
の
小
学
校
（
義
務
教
育
）
は
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
九
年
制
に
移
行
し

て
い
る
︒﹁
歴
史
﹂
は
必
修
科
目
で
︑
第
四
学
年
で
週
一
時
間
︑
第
六
学
年
か
ら
第
九

学
年
ま
で
週
二
時
間
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒
関
連
科
目
と
し
て
︑
第
一
学
年
か

ら
第
九
学
年
ま
で
﹁
社
会
教
育
﹂︑
第
六
学
年
か
ら
第
九
学
年
ま
で
﹁
地
理
﹂
が
設
け

ら
れ
て
い
る
︒
二
〇
一
一
年
現
在
︑
小
学
校
向
け
歴
史
教
科
書
を
出
版
し
て
い
る
の

は
九
社
に
達
す
る
が
︑
全
て
の
学
年
に
対
し
て
歴
史
教
科
書
を
出
版
し
て
い
る
の
は

ア
ル
バ
ス
（A

lbas

）
社
だ
け
で
あ
る
︒
歴
史
教
科
書
は
五
年
間
・
五
分
冊
で
︑
第
四

学
年
は
ア
ル
バ
ニ
ア
史
を
中
心
と
す
る
通
史
︑
第
六
学
年
は
古
代
・
中
世
史
︑
第
七

学
年
は
近
世
・
近
代
史
︑
第
八
学
年
は
現
代
史
︑
第
九
学
年
は
ア
ル
バ
ニ
ア
通
史
を

学
ぶ
と
い
う
︑
こ
の
地
域
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
小
学
校
は
八
年
制
で
︑
第
一
学
年
か
ら
第
四
学
年
ま
で
の
第
一
段

階
と
第
五
学
年
か
ら
第
八
学
年
ま
で
の
第
二
段
階
に
分
か
れ
る
︒
た
だ
し
︑
初
等
・

中
等
一
貫
教
育
の
た
め
の
総
合
学
校
も
含
め
て
︑
学
校
の
タ
イ
プ
は
多
様
で
あ
る
︒

義
務
教
育
期
間
は
六
歳
ま
た
は
七
歳
（
保
護
者
の
選
択
に
よ
る
）
か
ら
一
六
歳
ま
で

と
さ
れ
て
お
り
︑
小
学
校
の
年
限
と
一
致
し
な
い
︒﹁
歴
史
と
文
明
﹂
は
第
五
学
年
か

ら
第
八
学
年
ま
で
の
必
修
科
目
で
あ
る
︒
各
学
年
と
も
年
間
授
業
時
間
は
五
一
時
間

と
な
っ
て
い
る
︒
関
連
科
目
と
し
て
︑
第
三
学
年
か
ら
第
四
学
年
ま
で
﹁
人
間
と
社

会
﹂︑
第
五
学
年
か
ら
第
八
学
年
ま
で
﹁
地
理
と
経
済
﹂
が
設
け
ら
れ
て
い
る
︒
二
〇

一
一
年
現
在
︑
プ
ロ
ス
ヴ
ェ
タ
（P

rosveta

）
な
ど
五
社
が
﹁
歴
史
と
文
明
﹂
の
教

科
書
を
出
版
し
て
い
る
︒﹁
歴
史
と
文
明
﹂
教
科
書
が
取
り
扱
う
範
囲
は
︑
以
下
の
通

り
で
あ
る
︒
第
五
学
年
は
一
七
世
紀
末
ま
で
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
史
︑
第
六
学
年
は
一
八

世
紀
以
降
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
史
︑
第
七
学
年
は
先
史
・
古
代
史
︑
第
八
学
年
は
四
世
紀

か
ら
一
五
世
紀
ま
で
中
世
史
︒
中
等
学
校
で
は
︑
第
九
学
年
が
近
代
史
︑
第
一
〇
学

年
が
現
代
史
を
対
象
と
し
て
お
り
︑
こ
こ
で
通
史
と
し
て
完
結
す
る
形
に
な
っ
て
い

る
︒

　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
義
務
教
育
は
一
〇
年
間
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
四
年
制
の
小
学
校
・
中
学

校
に
加
え
︑
四
年
制
の
高
等
学
校
の
最
初
の
二
年
間
（
第
九
学
年
か
ら
第
一
〇
学
年

ま
で
）
が
含
ま
れ
る
︒﹁
歴
史
﹂
は
必
修
科
目
で
︑
第
四
学
年
か
ら
第
八
学
年
ま
で
週

一
時
間
～
二
時
間
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒
関
連
科
目
と
し
て
︑
第
三
学
年
か
ら

第
四
学
年
ま
で
﹁
市
民
教
育
﹂︑
第
五
学
年
か
ら
第
八
学
年
ま
で
﹁
市
民
文
化
﹂︑
第

四
学
年
か
ら
第
八
学
年
ま
で
﹁
地
理
﹂
が
設
け
ら
れ
て
い
る
︒
高
等
学
校
で
も
﹁
歴
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史
﹂
は
必
修
科
目
と
な
っ
て
い
る
︒
歴
史
教
科
書
を
取
り
扱
っ
て
い
る
出
版
社
は
非

常
に
多
く
︑小
学
校
・
中
学
校
向
け
の
も
の
に
限
っ
て
も
一
〇
数
社
に
上
っ
て
い
る
︒

た
だ
し
︑
全
学
年
に
わ
た
り
シ
リ
ー
ズ
化
で
き
て
い
る
出
版
社
は
な
い
︒
歴
史
教
科

書
は
五
年
間
・
五
分
冊
で
︑
第
四
学
年
は
ル
ー
マ
ニ
ア
通
史
︑
第
五
学
年
は
一
〇
〇

〇
年
頃
ま
で
の
世
界
史
︑
第
六
学
年
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
の
世
界
史
︑
第
七
学
年

は
一
九
世
紀
～
二
〇
世
紀
の
世
界
史
︑
第
八
学
年
は
ル
ー
マ
ニ
ア
通
史
を
学
ぶ
こ
と

と
な
っ
て
い
る
︒
な
お
︑
高
校
学
校
の
歴
史
教
科
書
は
四
年
間
・
四
分
冊
で
第
九
学

年
は
古
代
・
中
世
史
︑
第
一
〇
学
年
は
近
世
・
近
代
史
︑
第
一
一
学
年
は
現
代
史
︑

第
一
二
学
年
は
独
自
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
ル
ー
マ
ニ
ア
通
史
を
対
象
と
し
て
い

る
︒

（
２
）
東
中
欧
諸
国

　

続
い
て
︑
旧
東
欧
社
会
主
義
国
の
中
で
も
い
ち
早
く
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
実

現
し
た
東
中
欧
諸
国
︑
す
な
わ
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
︑
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
︑
チ
ェ
コ
︑
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
︒

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
義
務
教
育
は
幼
稚
園
を
別
に
し
て
も
一
二
年
間
に
及
ぶ
︒
標
準
的

に
は
小
学
校
が
八
年
間
︑
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
や
職
業
学
校
な
ど
中
等
学
校
が
四
年
間
と

な
っ
て
い
る
︒
小
学
校
は
前
期
四
年
間
（
初
等
教
育
段
階
）
と
後
期
四
年
間
（
前
期

中
等
教
育
段
階
）
に
分
か
れ
る
︒
ま
た
︑
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
は
四
年
制
の
も
の
だ
け

で
な
く
六
年
制
・
八
年
制
の
も
の
も
あ
り
︑
そ
の
場
合
に
は
小
学
校
を
六
年
間
も
し

く
は
四
年
間
で
終
え
る
こ
と
に
な
る
︒﹁
歴
史
﹂
は
第
五
学
年
か
ら
第
八
学
年
ま
で
の

必
修
科
目
で
あ
り
︑
第
五
学
年
で
先
史
・
古
代
史
︑
第
六
学
年
で
一
七
世
紀
ま
で
の

中
世
・
近
世
史
︑
第
七
学
年
で
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
近
代
史
︑
第
八
学
年
で
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
現
代
史
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒
歴
史
教
科
書
を
取
り
扱

っ
て
い
る
出
版
社
は
多
く
︑
小
学
校
・
中
学
校
向
け
の
も
の
に
限
っ
て
も
︑
伝
統
的

な
ネ
ム
ゼ
テ
ィ
教
科
書
出
版
社
（N

em
zeti Tankönyvkiadó

）
な
ど
七
社
が
教
科

書
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
小
学
校
は
九
年
制
で
あ
る
︒
そ
の
後
は
四
年
制
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
そ
の
他
の
中
等
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
は
八
年
制

の
も
の
も
あ
り
︑
そ
の
場
合
に
は
小
学
校
を
四
年
間
で
終
え
る
こ
と
に
な
る
︒
な
お
︑

義
務
教
育
は
一
〇
年
間
で
あ
る
た
め
︑
小
学
校
の
九
年
間
が
終
わ
っ
て
も
︑
さ
ら
に

一
年
間
は
中
等
学
校
で
学
ぶ
形
に
な
っ
て
い
る
︒﹁
歴
史
﹂
は
五
年
生
か
ら
九
年
生
ま

で
の
必
修
科
目
で
あ
り
︑
五
年
生
で
週
一
時
間
︑
六
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
週
二
時

間
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒
関
連
科
目
と
し
て
︑﹁
地
理
﹂
な
ど
が
あ
る
︒
歴
史
教

科
書
の
出
版
は
オ
ル
ビ
ス
・
ピ
ク
ト
ゥ
ス
・
イ
ス
ト
ロ
ポ
リ
タ
ナ
（O

rbis P
ictus 

Istropolitana

）
社
と
Ｓ
Ｐ
Ｎ
社
の
寡
占
状
態
に
あ
る
︒
ま
た
︑
歴
史
教
科
書
が
取

り
扱
う
範
囲
は
︑
五
年
生
が
導
入
︑
六
年
生
が
先
史
・
古
代
史
︑
七
年
生
が
中
世
・

近
世
史
︑
八
年
生
が
一
八
世
紀
・
一
九
世
紀
の
近
代
史
︑
九
年
生
が
二
〇
世
紀
の
現

代
史
と
な
っ
て
い
る
︒
オ
ル
ビ
ス
・
ピ
ク
ト
ゥ
ス
・
イ
ス
ト
ロ
ポ
リ
タ
ナ
社
の
現
行

教
科
書
の
場
合
︑
五
年
生
向
け
を
除
い
て
各
学
年
二
分
冊
で
︑
と
く
に
七
年
生
向
け

か
ら
九
年
生
向
け
の
教
科
書
は
世
界
史
編
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
史
編
の
二
分
冊
と
な
っ

て
い
る
（
日
本
の
﹁
世
界
史
﹂
と
﹁
日
本
史
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
が
︑
科
目
と
し

て
は
同
じ
﹁
歴
史
﹂
で
あ
る
し
︑
教
科
書
自
体
が
あ
わ
せ
て
九
冊
に
達
す
る
点
も
大

き
く
異
な
る
）︒
な
お
︑
現
在
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
が
進
行
中
で
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あ
る
た
め
︑
今
後
は
歴
史
教
科
書
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
︒

　

チ
ェ
コ
の
小
学
校
（
義
務
教
育
）
は
九
年
制
で
あ
り
︑
一
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で

の
第
一
段
階
と
六
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
の
第
二
段
階
に
分
か
れ
る
︒
そ
の
後
は
四

年
制
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
そ
の
他
の
中
等
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
ハ
ン
ガ

リ
ー
と
同
じ
く
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
は
六
年
制
・
八
年
制
の
も
の
も
あ
り
︑
進
学
の
在

り
方
は
や
や
複
雑
で
あ
る
︒﹁
歴
史
﹂
は
六
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
の
必
修
科
目
で
あ

り
︑
週
一
時
間
～
二
時
間
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒
関
連
科
目
と
し
て
︑﹁
地
理
﹂

と
﹁
市
民
教
育
﹂
が
あ
る
︒
Ｓ
Ｐ
Ｌ
プ
ラ
ー
ツ
ェ
（SPL - P

ráce

）︑
Ｓ
Ｐ
Ｎ
な
ど

六
つ
の
出
版
社
が
歴
史
教
科
書
を
刊
行
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
歴
史
教
科
書
が
取
り
扱

う
範
囲
は
︑
六
年
生
が
導
入
お
よ
び
先
史
・
古
代
史
︑
七
年
生
が
中
世
・
近
世
史
︑

八
年
生
が
一
八
世
紀
・
一
九
世
紀
の
近
代
史
︑
九
年
生
が
二
〇
世
紀
の
現
代
史
と
な

っ
て
い
る
︒

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
︑
一
九
九
〇
年
代
末
ま
で
は
小
学
校
が
八
年
間
︑
中
等
学
校
が

四
年
間
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
標
準
的
で
あ
っ
た
が
︑
現
在
で
は
日
本
と
同
じ
く
小

学
校
が
六
年
間
︑
中
学
校
（
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
）
が
三
年
間
︑
高
等
学
校
（
リ
ツ
ェ
ウ

ム
）
が
三
年
間
（
た
だ
し
二
年
制
の
職
業
学
校
や
四
年
制
の
技
術
学
校
も
あ
る
）
と

な
っ
て
い
る
︒
小
学
校
・
中
学
校
は
義
務
教
育
で
あ
り
︑
そ
の
後
も
一
八
歳
ま
で
は

そ
れ
に
準
ず
る
教
育
期
間
と
さ
れ
て
い
る
︒
な
お
︑
就
学
年
齢
を
七
歳
か
ら
六
歳
に

引
き
下
げ
る
動
き
も
見
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
小
学
校
・
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

が
二
〇
〇
九
年
に
始
ま
っ
て
い
る
︒
小
学
校
で
は
﹁
歴
史
と
社
会
﹂
が
必
修
科
目
で

あ
り
︑
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
週
一
時
間
～
二
時
間
学
ぶ
︒
中
学
校
で
は
﹁
歴
史
﹂

が
必
修
科
目
で
あ
り
︑
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
週
二
時
間
学
ぶ
︒
関
連
科
目
と
し

て
︑﹁
地
理
﹂
と
﹁
社
会
﹂
が
あ
る
︒
ま
た
︑
高
等
学
校
で
も
﹁
歴
史
﹂
は
必
修
科
目

と
な
っ
て
い
る
︒
歴
史
教
科
書
を
刊
行
し
て
い
る
出
版
社
は
多
く
︑
こ
れ
ま
で
に
旧

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
小
学
校
﹁
歴
史
と
社
会
﹂
教
科
書
は
三
学
年
あ
わ
せ
て
五
九
冊
︑

中
学
校
﹁
歴
史
﹂
教
科
書
は
三
学
年
あ
わ
せ
て
六
九
冊
︑
高
等
学
校
﹁
歴
史
﹂
教
科

書
は
三
学
年
あ
わ
せ
て
六
六
冊
が
認
可
さ
れ
て
い
る
︒
歴
史
教
科
書
が
取
り
扱
う
範

囲
は
︑
小
学
校
四
年
生
が
導
入
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
通
史
︑
五
年
生
が
一
五
世
紀
ま

で
の
古
代
・
中
世
史
︑
六
年
生
が
近
世
史
お
よ
び
近
現
代
史
︑
中
学
校
一
年
生
が
古

代
・
中
世
史
︑
二
年
生
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
含
む
近
世
史
︑
三
年
生
が
一
九
世
紀
以

降
の
近
現
代
史
（
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
）
と
な
っ
て
い
る
︒

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
︑
か
つ
て
﹁
社
会
主
義
国
﹂
と
し
て
あ
る
種
の
一
体

性
を
保
っ
て
い
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
︑
と
り
わ
け
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国

に
お
け
る
学
校
教
育
制
度
は
︑
一
九
八
九
年
以
降
の
体
制
転
換
を
経
て
多
様
な
展
開

を
見
せ
て
お
り
︑
歴
史
教
育
・
歴
史
教
科
書
の
在
り
方
に
も
大
き
な
差
異
が
あ
ら
わ

れ
つ
つ
あ
る
︒
一
九
九
〇
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
と
関
連
付
け
ら
れ
た
歴

史
教
科
書
問
題
は
︑
各
国
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改
正
さ
れ
︑
歴
史
教
科
書
も
改
版
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
︑
そ
し
て
何
よ
り
も
紛
争
そ
の
も
の
が
落
ち
着
い
た
こ
と
に
よ
っ

て
︑
従
来
ほ
ど
に
問
題
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
は
い
る
︒
し
か
し
︑
個
別
の
記
述
に
関

し
て
は
︑
な
お
不
正
確
で
不
和
を
助
長
す
る
よ
う
な
主
観
的
記
述
が
残
っ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
︒
そ
の
改
善
に
向
け
て
︑
国
際
会
議
等
を
通
じ
て
各
国
の
歴
史
研
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究
者
・
教
育
者
ら
が
継
続
的
に
対
話
な
い
し
協
議
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
︒

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
︑
本
稿
の
分
析
対
象
は
か
な
り
制
約
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
︑
社
会
主
義
期
か
ら
の
変
化
に
つ
い
て
も
︑
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
︒

そ
う
し
た
点
も
含
め
て
︑
今
後
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
歴
史
教
科
書
の
個

別
の
記
述
の
特
徴
と
問
題
点
を
析
出
し
︑
相
互
に
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
を
一
つ
の

目
標
と
し
て
︑
こ
の
研
究
課
題
に
継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
︒

　

な
お
︑
本
稿
は
平
成
二
三
年
度
跡
見
学
園
女
子
大
学
特
別
研
究
助
成
費
（
研
究
課

題
﹁
東
欧
諸
国
の
歴
史
・
地
理
教
科
書
に
お
け
る
地
域
概
念
の
変
遷
﹂）
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
︒

注（
1
）
森
安
達
也
・
南
塚
信
吾
﹃
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
地
域
か
ら
の
世
界
史
一
二
）﹄
朝
日
新
聞
社
︑

一
九
九
三
年
︑
一
〇
頁
︒

（
2
） 

各
国
の
学
校
教
育
関
連
省
庁
の
正
式
名
称
と
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
は
以
下
の
通
り
︒
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
に
関
し
て
は
︑ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
は
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
省（http://w

w
w

.

m
ss.gov.si/

）︑
ク
ロ
ア
チ
ア
は
科
学
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（http://public.m

zos.hr/

）︑

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
連
邦
側
は
教
育
・
科
学
省
（http://w

w
w

.fm
on.gov.

ba/

）︑
同
じ
く
Ｒ
Ｓ
側
は
教
育
・
文
化
省
（http://w

w
w

.vladars.net/

）︑
セ
ル
ビ
ア
は
教

育
・
科
学
省
（http://w

w
w

.m
pn.gov.rs/

）︑
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
教
育
・
科
学
省
（http://

w
w

w
.m

pin.gov.m
e/

）
と
教
育
局
（http://w

w
w

.zavodzaskolstvo.gov.m
e

）︑
コ
ソ
ヴ
ォ

は
教
育
・
科
学
・
技
術
省
（http://w

w
w

.m
asht-gov.net/

）︑
マ
ケ
ド
ニ
ア
は
教
育
・
科
学

省
（http://w

w
w

.m
on.gov.m

k/

）
と
教
育
開
発
局
（http://w

w
w

.bro.gov.m
k/

）︒
そ
の

他
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
関
し
て
は
︑
ア
ル
バ
ニ
ア
は
教
育
・
科
学
省
（http://w

w
w

.

m
ash.gov. al/

）︑
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
教
育
・
青
年
・
科
学
省
（http://w

w
w

.m
inedu.govern-

m
ent.bg/

）︑ル
ー
マ
ニ
ア
は
教
育
・
研
究
・
青
年
・
ス
ポ
ー
ツ
省（http://w

w
w

.edu.ro/

）︑

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
国
家
人
材
資
源
省
（http://w

w
w

.nefm
i.gov.hu/

）︑
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
教

育
・
科
学
・
研
究
・
ス
ポ
ー
ツ
省
（http://w

w
w

.m
inedu.sk/

）︑
チ
ェ
コ
は
教
育
・
青
年
・

ス
ポ
ー
ツ
省（http://w

w
w

.m
sm

t.cz/

）︑ポ
ー
ラ
ン
ド
は
国
民
教
育
省（http://w

w
w

.m
en.

gov.pl/

）︒
こ
の
ほ
か
︑E

urypedia

（https://w
ebgate.ec.europa.eu/fpfis/m

w
ikis/

eurydice/

）
等
も
参
照
︒

（
3
） 

全
体
に
関
わ
る
参
考
文
献
と
し
て
︑
柴
宜
弘
編
﹃
バ
ル
カ
ン
史
と
歴
史
教
育

︱
﹁
地
域

史
﹂
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
﹄
明
石
書
店
︑
二
〇
〇
八
年
︑C

hristina K
oulouri, 

ed., 
C

lio 
in 

the 
B

alkans. 
T

he 
Politics 

of 
H

istory 
E

ducation , 
T

hessaloniki: 

C
D

R
SE

E
, 2002; A

ugusta D
im

ou, ed., >T
ransition< and the Politics of H

istory 

E
ducation in Southeast E

urope , G
öttingen: V

&
R

 unipress, 2009

等
を
参
照
︒ま
た
︑

ド
イ
ツ
・
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
ゲ
オ
ル
ク
・
エ
ッ
カ
ー
ト
国
際
教
科
書
研
究
所

（G
eorg-E

ckert-Institut für internationale Schulbuchforschung

）の
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.gei.de/

）︑
同
研
究
所
と
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ザ
グ
レ
ブ
大
学
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
南

東
欧
教
科
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂（South-E

ast E
urope Textbook N

etw
ork

）
の
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.ffzg.unizg.hr/seetn/index.htm

l

）︑ギ
リ
シ
ア
・
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

﹁
南
東
欧
の
民
主
主
義
と
和
解
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
﹂（T

he C
enter for D

em
ocracy and 

R
econciliation in Southeast E

urope

）
の
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.cdsee.org/

）
も
参
照
︒

（
4
） 

詳
し
く
は
︑
石
田
信
一
﹁
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
歴
史
教
育
と
近
代
史
﹂﹃
跡
見
学
園
女
子

大
学
文
学
部
紀
要
﹄
四
五
︑
二
〇
一
〇
年
︑
一
～
一
八
頁
を
参
照
︒

（
5
） 

柴
宜
弘
﹃
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
現
代
史
﹄
岩
波
新
書
︑
一
九
九
六
年
︑
一
三
二
頁
︒

（
6
） M

agdalena 
N

ajbar-A
gičić, 

“Prom
jene 

u 
prikazu 

D
rugoga 

svjetskog 
rata 

u 

hrvatskim
 

udžbenicim
a 

povijesti 
u 

posljednih 
četvrt 

stoljeća,” 
D

ijalog 

povjesnič ara – istorič ara. 4, Zagreb: Zaklada Friedrich N
aum

ann, 2000, p. 227.

（
7
） 

近
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
︑
柴
宜
弘
﹁
バ
ル
カ
ン
で
進
む
歴
史
副
教
材
の
出
版
﹂﹃
歴
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史
評
論
﹄
六
三
二
︑
二
〇
〇
二
年
︑
五
四
～
五
七
頁
︑
同
﹁
歴
史
教
育
か
ら
見
た
和
解
の
試

み

︱
国
民
史
を
超
え
ら
れ
る
か
﹂
柴
宜
弘
編
﹃
バ
ル
カ
ン
を
知
る
た
め
の
六
五
章
﹄
明
石

書
店
︑
二
〇
〇
五
年
︑
三
三
五
～
三
三
九
頁
︑
同
﹁
歴
史
教
育
に
よ
る
和
解
の
試
み

︱
バ

ル
カ
ン
諸
国
の
場
合
﹂﹃
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
﹄
一
一
︑
二
〇
一
一
年
︑
七
～
一
七
頁
ほ
か
を

参
照
︒

（
8
） 

ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
の
﹁
教
科
書
対
話
﹂
と
そ
の
成
果
と
し
て
の
﹁
教
科
書
勧
告
﹂
に

つ
い
て
は
︑
近
藤
孝
弘
﹃
国
際
歴
史
教
科
書
対
話

︱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
﹁
過
去
﹂
の

再
編
﹄
中
公
新
書
︑
一
九
九
八
年
が
詳
し
い
︒

（
9
） 

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
教
育
制
度
史
全
般
に
つ
い
て
は
︑Slovene E

ducation System
 

Yesterday, Today, Tom
orrow

, Ljubljana: M
inistry of E

ducation and Sport, 2007

を

参
照
︒

（
10
） Statisti čni letopis R

epublike Slovenije / Statistical Yearbook of the R
epublic of 

Slovenia 2011 , Ljubljana: Statistič ni urad R
S, 2011, p. 120.

（
11
） U

čni 
na črt 

: 
program

 
osnovnošolskega 

izobraževanja. 
Zgodovina . 

2. 
natis. 

Ljubljana: M
inistrstvo za šolstvo, znanost in šport, Zavod R

S za šolstvo, 2003, 

pp. 9- 16.

（
12
） Statisti čki ljetopis R

epublike H
rvatske / Statistical Yearbook of the R

epublic of 

C
roatia 2011 , Zagreb: D

ržavni zavod za statistiku, 2011, p. 468.

（
13
） N

astavni 
plan 

i 
program

 
za 

osnovnu 
školu , Zagreb: M

inistarstvo znanosti, 

obrazovanja i športa, 2006, p. 12.

（
14
） Snježana 

K
oren, 

“ N
astava 

povijesti 
izm

eđ u 
historije 

i 
pam

ć enja. 
H

rvatski 

udžbenici povijesti o 1945. godini,” Sulejm
an B

osto et al. eds., K
ultura sje ćanja: 

1945 . Povijesni lom
ovi i svladavanje prošlosti , Zagreb: D

isput, 2009, pp. 239- 263

等
を
参
照
︒

（
15
） 

こ
の
時
期
の
教
育
問
題
に
関
し
て
は
︑
小
松
太
郎
﹁
ボ
ス
ニ
ア
に
お
け
る
教
育
と
民
族
共

存
・
融
和
に
つ
い
て
の
考
察
﹂﹃
九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
紀
要
﹄
第
九
号
︑
二
〇
〇
六

年
︑
一
〇
三
～
一
二
〇
頁
が
参
考
に
な
る
︒

（
16
） Statisti čki godišnjak / ljetopis Federacije B

osne i H
ercegovine 2010 , Sarajevo: 

Federalni zavod za statistiku, 2010, pp. 357, 363.

（
17
） Statisti čki godišnjak R

epublike Srpske 2011 , B
anja Luka: R

epublič ki zavod za 

statistiku, 2011, p. 307.

（
18
）  Statistika obrazovanja od kraja 2007/2008 do po četka 2011/2012 školske godine , 

B
rč ko: A

gencija za statistiku B
osne i H

ercegovine, 2011, p. 6.

（
19
） 

サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
州
教
育
・
科
学
省
（M

inistarstvo obrazovanja i nauke K
anona 

Sarajevo

）
の
サ
イ
ト
（http://portal.m

onks.ba/

）
や
モ
ス
タ
ル
学
校
教
育
局
（Zavod 

za školstvo M
ostar

）
の
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.zavod-skolstvo.ba/

）
な
ど
を
参
照
︒
教

科
書
リ
ス
ト
そ
の
も
の
が
統
一
的
で
は
な
い
︒

（
20
） Statisti čki godišnjak / Statistical Yearbook 2011 , B

eograd: Republič ki zavod za 

statistiku, 2011, pp. 81- 82.

（
21
） C

rna G
ora u brojkam

a 2011 , Podgorica: Zavod za statistiku C
rne G

ore, 2011, 

p. 28.

（
22
） Predm

etni program
. G

ra đansko vaspiranje, VI i VII razred devetogodišnje osnovne 

škole. Istorija, V
I, V

II, V
III i IX

 razred devetogodišnje osnovne škole. G
eografija, 

V
I, V

II, V
III i IX

 razred devetogodišnje osnovne škole. Tehnika i inform
atika, V, 

V
I i V

II razred devetogodišnje osnovne škole , Podgorica: Zavod za školstvo, 2005, 

pp. 51- 91.
（
23
） D

ukagjin Pupovci et al., E
ducation in K

osova 2000/2001 , Prishtina: K
osova 

E
ducation C

enter, 2001

ほ
か
参
照
︒

（
24
） E

ducation Statistics 2010 – 2011 , Pristina: Statistical A
gency of K

osovo, 2011, 

p. 109.

（
25
） H

istory teaching in U
N

M
IK

/K
osovo - List of the approved history textbooks for 

prim
ary and secondary schools for 2006/2007 . 

こ
の
教
科
書
リ
ス
ト
は
ス
タ
ビ
リ
テ



14

跡見学園女子大学文学部紀要　第 47 号　2012

ィ
・
パ
ク
ト
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w

.stabilitypact.org/education/

U
N

M
IK

H
B

.pdf

）︒

（
26
）  M

acedonia in Figures, 2011 , Skopje: State Statistical O
ffice, 2011, p. 22.

（
27
） H

istory teaching in FYR
 of M

acedonia - List of the approved history textbooks 

for prim
ary and secondary schools for 2006/2007 . 

こ
の
教
科
書
リ
ス
ト
は
ス
タ
ビ
リ

テ
ィ
・
パ
ク
ト
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w

.stabilitypact.org/educa-

tion/FY
R

oM
H

B
.pdf

）︒

（
28
） Istorija 

za 
V

I 
oddelenie 

od 
devetgodišnoto 

osnovno 
obrazovanie , 

Skopje: 

M
inisterstvo za obrazovanie i nauka, 2011. 

こ
の
教
科
書
は
ウ
ェ
ブ
上
で
も
公
開
さ
れ

て
い
る
（http://e-ucebnici.m

k/

）︒




